






:研究目的: 

顎関節症とは、顎関節部に発症する雑音、疼痛、運動異常を主症状とする非炎症性疾患で

ある｡近年、本疾患は増加傾向にあり、かつその発症が若年化しているといわれている。顎

関節症の発症年齢は、成人の各年齢層にみられるが、20 歳代、30 歳代に多く発症し、男性

に比較して女性に多く発症している。しかし、顎顔面頭蓋の成長は 20 歳まで存続していて、

この成長期において本症が発症し、増加傾向があるという事実について、その原因を追究

し､診断体系、治療体系を確立する必要はもちろんであるが、本症若年発症に関し、その背

景について十分に検討することは極めて重要と考えられる｡ 

顎関節症は、小椋らの報告にみられるように、整形外科や耳鼻咽喉科に受診するものが多

く、しかも突発的に発症したものでは、1～2回の対症療法により症状が軽快するものがあ

り、歯科受診に際しては、発症後かなり長期間の経過をとっているものが多い｡すなわち、

患者により、その対応もさまざまであって､特に若年発症に対する治療法はほとんど解明さ

れていない｡ 

以上のような現状から、若年発症(満 20 歳以下とする)顎関節症患者について、その発症状

況、患者の生活歴・顎態およびその機能に関し、本症の発症要因の探究と同時に、現代日

本人の顎機能の状態を知るため本研究を行った｡昭和 58 年度および 59年度においては、主

として患者の生活歴調査と顎態の分析に主点をおいた。 


